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２
月
17
日
（
土
）
沖
縄
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
ほ
ー
る
に
て
、

「
第
57
回
沖
縄
県
知
的
障
が
い
者

教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

最
初
に
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力

を
さ
れ
て
い
る
方
、
勤
務
状
況
の

模
範
と
さ
れ
る
方
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
大
き
な
激
励
と
お
祝
い
の

大
き
な
拍
手
が
響
き
わ
た
り
、
大

会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
会
は
対
面
式
の
開
催
に
て
、

感
染
症
が
未
だ
に
終
息
を
見
な
い

中
と
い
う
こ
と
で
、
少
人
数
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
、
事
業

所
関
係
者
、
教
育
関
係
者
な
ど
の

参
加
者
の
皆
様
は
、
最
後
ま
で
熱

心
に
討
議
に
加
わ
っ
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。

沖
縄
県
こ
ど
も
生
活
福
祉
部
障

害
福
祉
課
の
渡
久
山
和
之
副
参
事

の
行
政
説
明
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
の
又
村
あ
お
い
常

務
理
事
の
講
演
、
そ
し
て
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
「
座
談
会
形
式
」

で
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
討
議

が
盛
り
上
が
っ
た
際
に
は
一
部
で

は
時
間
の
延
長
を
促
す
声
も
出
ま

し
た
。

今
年
４
月
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
社
会
参
加
機
会
の
確

保
や
自
立
し
た
生
活
支
援
の
た
め

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
定
め
た
障

害
者
総
合
支
援
法
が
、
３
年
に
一

度
の
改
定
が
行
わ
れ
る
年
で
あ
り
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
だ
け

で
な
く
、
同
時
に
医
療
・
介
護
報

酬
も
含
め
た
ト
リ
プ
ル
改
定
の
年

で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
に
て
注
目
す
べ

き
内
容
で
、
障
害
者
地
域
支
援
体

制
の
充
実
で
現
在
厚
生
労
働
省
よ

り
伝
え
ら
れ
て
い
る
改
定
に
向
け

た
主
な
論
点
は
、
暮
ら
し
方
や
就

労
に
関
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の

柔
軟
な
対
応
や
虐
待
防
止
及
び
身

体
拘
束
の
適
正
化
の
徹
底
、
さ
ら

に
は
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
が

大
き
な
方
向
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
は
、
会
員
の
高
齢
化

が
進
む
現
状
を
真
摯
に
と
ら
え
つ

つ
も
、
保
護
者
及
び
き
ょ
う
だ
い

会
の
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
す
べ

く
、
広
い
分
野
の
課
題
に
お
い
て
、

実
践
活
動
の
成
果
を
検
証
し
、
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
啓
発
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
知
的
障
が

い
の
あ
る
人
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
幅

広
い

研
究･

討

議
を

重

ね

ま

し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご

支
援
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
機

関
の
皆
様
、
さ
ら
に
大
会
の
趣
旨

に
ご
賛
同
賜
り
ご
協
賛
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
に
、
紙
面
に
て
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

～ 知的な障がいのある人と共に ～
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手をつなぐ・うちな～ 第２３２号 ２０２４年３月１日 平成２１年１２月９日第３種郵便物承認（２）

～ 知的な障がいのある人と共に ～

１
面
で
も
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
「
第
57
回
沖
縄

県
知
的
障
が
い
者
教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会
」

に
参
加
さ
れ
た
方
に
感
想
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
感
想
文
を
寄
稿
し
て
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
第
57
回
県
障
が
い
者
教
育
・

福
祉
・
就
労
研
究
大
会
に

参
加
し
て
」

宮
古
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

理
事

與
那
覇

敏
一

ま
ず
は
本
大
会
に
於
て
受
賞
の
百
名
聡
様
、
渡

名
喜
恵
子
様
、
神
谷
義
和
様
、
花
城
旭
三
様
、
大

城
奈
津
子
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
大
会
参
加
の
感
想
を
簡
潔
に
述
べ
ま
す
。

①
事
前
資
料
の
会
場
案
内
図
に
建
物
出
入
口
の

要
表
記
を
感
じ
ま
し
た
。

②
ス
ク
リ
ー
ン
の
内
容
が
多
々
視
認
し
づ
ら
く

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す
な
ど
要
拡
大
を
感

じ
た
。

③
「
行
政
説
明
」
や
「
基
調
報
告
」
は
詳
細
に

記
述
さ
れ
今
後
の
取
り
組
み
活
動
に
役
立
つ

貴
重
な
資
料
だ
と
思
い
ま
す
。

④
本
大
会
57
回
に
至
っ
て
も
課
題
山
積
。
現
況

に
妥
協
せ
ず
、
常
に
改
善
策
を
模
索
し
、
共

生
を
念
頭
に
声
を
上
げ
て
取
組
み
続
け
る
事

を
感
じ
ま
し
た
。

第
57
回
沖
縄
県
知
的
障
が
い
者

教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会

～
参
加
者
の
感
想
文
～

第
８
回
全
国
育
成
会
連
合
会

愛
媛
大
会
の
ご
報
告

１
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）
の
日
程
で
、
夏
目
漱

石
の
小
説
「
坊
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
な
愛
媛
県
松
山
市
に
て

「
第
８
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
愛
媛
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
考
慮
し
、
各
県
代
表
者
１
名

の
み
の
大
会
で
し
た
が
、
久
々
の
対
面
式
運
営
の
為
、
会

場
に
は
多
く
の
参
加
者
が
集
い
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。大

会
は
「
い
き
い
き
と
愛
顔
（
え
が
お
）
で
く
ら
す
伊

豫
の
国
か
ら
」
と
し
て
「
み
と
め
愛
、
さ
さ
え
愛
、
共
に

生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
す
ま
い

る
大
会
（
本
人
大
会
）
テ
ー
マ
の
「
僕
た
ち
は
こ
こ
に
い

る
」
と
、
本
人
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
つ
な
が
る
、
つ
な

が
れ
！
み
ん
な
愉
快
な
仲
間
だ
ぜ
！
」
の
２
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
分
科
会
は
、
「
幼
少
期
・
学
童
期
・
青
年

期
」
と
、
「
壮
年
期
・
高
齢
期
」
、
「
障
が
い
者

理
解
・
啓
発
と
防
災
」
の
３
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
課
題
の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活

で
の
手
助
け
や
配
慮
に
よ
り
、
支
援
の
輪
が
広
が

り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
な
る
事
を
め
ざ
し
て
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
「
愛
顔
（
え
が
お
）
の
あ
い

サ
ポ
ー
ト
運
動
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
障
が
い
者

支
援
企
業
や
団
体
、
自
治
体
な
ど
に
お
い
て
「
あ

い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
や
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
養
成
が
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

愛
媛
県
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
あ
る
秋
川
雅

史
氏
が
大
会
の
記
念
講
演
を
行
い
、
代
表
曲
で
あ

る
「
千
の
風
に
乗
っ
て
」
の
披
露
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
全
て
に
お
い
て
充
実
し
た
大
会

に
て
幕
を
終
え
ま
し
た
。
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

理

事

通

信

ー

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
必
要
性

ー

理
事

榎
園

和
人

最
近
は
「
親
の
高
齢
化
が
進

み
、
親
が
子
供
を
見
る
事
が
出

来
な
く
な
っ
た
場
合
ど
う
な
る

の
か
心
配
」
と
言
う
お
声
が
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。

兄
弟
、
親
戚
が
見
れ
ば
と
言
い
ま
す
が
、
自
分

達
の
生
活
も
有
り
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
ほ
ぼ

無
理
な
の
で
は
な
い
か
、
と
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

我
々
県
育
成
会
で
も
毎
年
、
話
は
出
ま
す
が
な

か
な
か
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
て
も
難
し
い

問
題
で
す
。
親
が
亡
く
な
り
見
る
事
が
出
来
な
く

な
っ
た
り
し
た
ら
、
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
れ
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
う
意
見
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
る
に
し

て
も
、
「
ホ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
法
人
の
事
業
所

に
通
わ
な
い
と
入
れ
な
い
」
等
、
条
件
が
あ
り
ま

す
。役

所
で
は
そ
の
よ
う
な
条
件
を
出
し
て
は
駄
目

だ
と
言
っ
て
は
い
ま
す
が
、
現
実
は
そ
う
で
な
い

場
合
が
有
り
ま
す
。
ま
た
精
神
、
身
体
の
方
と
一

緒
に
生
活
を
す
る
と
な
る
と
、
色
々
な
問
題
が
出

て
く
る
場
合
が
有
り
ま
す
。
出
来
れ
ば
知
的
障
が

い
者
専
門
の
ホ
ー
ム
を
探
す
の
が
良
い
と
思
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
探
す
の
が
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。我

々
育
成
会
で
も
こ
う
言
っ
た
話
題
を
取
り
上

げ
議
論
し
、
子
供
達
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
環

境
を
作
れ
る
様
に
努
力
し
て
行
き
た
い
で
す
。

１
月
19
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
主
催
に
よ
る
、
保
護

者
や
家
族
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者

を
対
象
と
し
た
「
令
和
５
年
度
障
害
者
虐
待
防
止
・

権
利
擁
護
研
修
」
を
開
催
し
、
「
権
利
擁
護
と
虐

待
防
止
支
援
の
あ
り
方
」
の
内
容
で
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
構
図
の
中
に
お

い
て
は
、
社
会
生
活
が
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
る
障

が
い
の
あ
る
方
々
へ
の
差
別
や
虐
待
が
見
過
ご
さ

れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
、
国
際
連
合
よ
り
勧
告
・
要

請
さ
れ
た
障
害
者
本
人
の
自
律
性
、
意
思
を
尊
重

す
る
支
援
付
き
意
思
決
定
に
は
賛
同
し
ま
す
が
、

そ
の
実
現
に
は
家
族
や
支
援
者
、
行
政
や
地
域
住

民
を
交
え
た
十
分
な
議
論
の
積
上
げ
や
、
丁
寧
で

着
実
な
段
取
り
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。

本
年
６
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
、
一
般
企
業
へ
の

合
理
的
配
慮
義
務
化
及
び
虐
待
防
止
の
重
要
性
を

広
く
周
知
す
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

権
利
擁
護
活
動
を
推

進
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

講
師
：
田
中
理
事
長

令和５年度障害者虐待防止・権利擁護研修のご報告

今
年
１
月
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
」
で
は
甚
大
な
被
害
が
生
じ

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
へ
心

か
ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
と
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
生
活
再
建
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
義

援
金
を
募
り
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
合
会
を
経
由
し
て
被
災
地
の
各
育
成
会

の
会
員
に
お
届
け
し
ま
す
。

義
援
金
振
込
先
の
口
座
を
設
け
ま
し
た

の
で
、
沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会

員
の
皆
様
や
『
手
を
つ
な
ぐ
・
う
ち
な
～
』

の
購
読
者
の
皆
様
以
外
に
も
ご
周
知
頂
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沖縄銀行 石嶺支店 琉球銀行 石嶺支店

(普)１４１７９９１ (普)４４４０７３

公益社団法人 沖縄県手をつなぐ育成会

理事長 田中 寛
たなか　ひろし

◆義援金の用途について：
全国手をつなぐ育成会連合会の口座

で集められた皆様方のご厚情は全て、
被災地の正会員育成会経由で各県の会
員様にお届けします。

育成会の復興のために使用されます
ことをお知らせ致します。

【募集期限：令和６年４月３０日（火）まで】
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配布募集

文
字
の
種
類
の
多
さ

な
ど
で
美
し
い
言
語
で

あ
る
日
本
語
で
す
が
、

世
界
の
言
語
の
中
で
も

特
に
複
雑
で
、
難
易
度
の
高
い
言

語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
状
況
や
状
態
を
表
す
表
現
も

多
く
あ
る
た
め
に
、
上
手
に
使
い

分
け
な
け
れ
ば
相
手
に
不
快
感
を

与
え
て
傷
つ
け
る
場
合
も
多
々
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
障
害
を
『
持
っ
て
い
る
』
人

の
心
に
寄
り
添
い
」
と
、
有
識
者

な
ど
も
よ
く
使
用
し
て
い
る
障
が

い
者
を
を
表
す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

他
人
か
ら
影
響
を
与
え
ら
れ
た

「
持
た
さ
れ
た
」
と
は
異
な
り
、

「
持
つ
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
所

持
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
は
当
然
の
よ
う
に
自
分
の
意

思
で
行
う
行
為
で
す
。

障
が
い
者
の
中
に
は
「
自
分
自

身
が
好
ん
で
障
が
い
を
選
ぶ
人
間

な
ん
て
い
な
い
」
と
訴
え
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、
同
じ
用
法
の
「
あ

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
そ
の
状
態
が
存
続
し

て
い
る
状
態
動
詞
と
い
う
こ
と
に

お
い
て
は
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い

る
た
め
に
、
「
障
が
い
が
『
あ
る
』

人
の
心
に
寄
り
添
い
」
と
の
言
葉

を
使
用
し
た
表
現
の
方
が
好
ま
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
更
な
が
ら
改

め
て
、
美
し
い
日

本
の
言
葉
の
奥
に

あ
る
深
さ
を
、
た

だ
痛
感
す
る
ば
か

り
で
す
。

～ 知的な障がいのある人と共に ～

機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
、
９
０
０
円

☆
３
月
１
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
事
業
所
協
議
会
職
員
研
修
会

☆
３
月
13
日
（
水
）
県
育
成
会
事
務
局
内

第
３
回
３
役
会

☆
３
月
15
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
の
会
会
長
会

☆
３
月
25
日
（
月
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
３
回
理
事
会

県
育
成
会
行
事
予
定
３
月
・
４
月

県
育
成
会
行
事
報
告
２
月

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

♪
歯
科
Ｓ
Ｕ
Ｎ
会
議
の
ご
報
告
♪

☆
２
月
１
日
（
木
）
県
総
合
運
動
公
園

令
和
６
年
度
施
設
調
整
会
議

☆
２
月
５
日
（
月
）
県
総
合
運
動
公
園

沖
縄
県
事
業
所
協
議
会
新
春
交
流
会

☆
２
月
17
日
（
土
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
57
回
沖
縄
県
知
的
障
が
い
者

教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会

☆
２
月
20
日
（
火
）
オ
ン
ラ
イ
ン

第
３
回
九
育
連
会
議

☆
２
月
24
日
（
土
）
長
崎
県

全
国
事
業
協
議
会
全
国
研
修
長
崎
県
大
会

当
会
で
は
、
知
的
障
が
い
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
で
き
る
よ
う
相
談

員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
の
「
不
安
な
こ
と
」
や
「
こ
れ
は

ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
と
い
う
疑
問
を
共

に
解
決
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
致
し

ま
す
。

毎
週
火
・
木
曜
日
朝
９
時
半
～
12
時
ま

で
に
相
談
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

去
っ
た
１
月
25

日
（
木
）
、

沖
縄

県
口

腔

保

健
医

療

セ
ン

タ
ー

に
て

、

歯

科
検

診

・
歯

科
相

談
の

内

容

で
、

４

年
ぶ

り
に

歯
科

Ｓ

Ｕ

Ｎ
会

議

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

沖

縄
県

育

成

会
か

ら

お
声

掛
け

さ
せ

て

い

た
だ

き

ま
し

た
事

業
所

の

皆

様
に

も

ご
来

場
い

た
だ

き

、

無
料

の

検
診

を
受

け
た

り

、

む
し

歯

ゼ
ロ

表
彰

で
賞

状

を

貰
っ

た

り
な

ど
、

と
て

も

良

い
機

会

と
な

り
ま
し
た
。

こ

れ
か

ら

も

、
歯

を

大
切

に
お
過
ご
し
下
さ
い
ね
☆↑むし歯ゼロ表彰♪

検診の様子→

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
令
和
６
年
度

の
定
期
総
会
の
予
定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
日
時:

令
和
６
年
５
月
26
日(

日)13
時
半
～

☆
場
所:

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
い
ホ
ー
ル

☆
投
稿
募
集
★

「
私
の
声
を
届
け
ま
す
」
コ
ー
ナ
ー
で
は

記
事
投
稿
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

知
的
障
が
い
の
あ
る
ご
本
人
様
の
日
頃

の
想
い
・
活
動
内
容
を
多
く
の
方
に
届
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
い
合
わ
せ
は
県
育
成
会
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
（
電
話
：
８
８
２-

５
７
２
７
）


